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細
胞
や
エ
ク
ソ
ソ
ー
ム
の

よ
う
な
微
粒
子
の
機
能
の

評
価
は、
従
来
の
光
学
顕

微
鏡
だ
け
で
は
難
し
い。

そ
こ
で、
細
胞
や
そ
の
内
ス
化
し、
A
I
（
人
工
知
定
結
果
の
分
析
化
学
的
な

部
構
造
の
大
き
さ、
形
態
能）
な
ど
で
ビ
ッ
グ
デ
ー

検証
が
可
能
と
な
っ
た。

な
ど
を
数
値
化
す
る
こ
と
夕
解
析
を
行
う
取
り
組
み
こ
の
技
術
は、
基
準
物
質

に
よ
り、
性
質
や
分
化
状
も
進
ん
で
い
る。
一
方、

態
を
定
量
解
析
し
て、
客
測
定
法
と
デ
ー
タ
の
「
精

観
的
に
評
価
で
き
る
新
し
度
管
理」
や
「
信
頼
性」

い
顕
微
鏡
が
求
め
ら
れ
て
の
確
保
が、
産
業
利
用
の

い
る。
そ
う
な
れ
ば、
治
観
点
か
ら
は
欠
か
せ
な

療
な
ど
に
使
う
細
胞
の
品
い。

質
を
正
確
に
判
断
で
き
る

産
業
技
術
総
合
研
究
所

よ
う
に
な
る。

（
産
総
研）
は、
共
焦
点

蛍
光
顕
微
鏡
に
よ
る
リ
ボ

妥
当
性
を
追
求

光
学
顕
微
鏡
は
17
世
紀

核
酸
（
R
N
A)
の
1
分

に
誕
生
し
て
以
来、
微
生

蛍
光
顕
微
鏡
や
超
解
像
子
定
量
法
に
お
い
て、
自

物
や
細
胞
の
観
察
に
欠
か
顕
微
鏡
な
ど、
光
学
顕
微
ら
が
開
発
し
た
認
証
標
準

せ
な
い
道
具
と
し
て
発
展
鏡
を
基
盤
と
し
た
測
定
法
物
質
を
用
い
て、
測
定
値

し
て
き
た。
だ
が、
近
年
が
広
が
り
を
見
せ
て
い
の
妥
当
性
を
保
証
す
る
技

そ
の
役
割
は
「
見
る」
か
る。
そ
れ
と
共
に、
得
ら
術
を
確
立
し
た。
こ
れ
に

ら

OO
る」
へ
と
広
が
り
れ
た
画
像
を
デ
ー
タ
ベ
ー
よ
り、
顕
微
鏡
に
よ
る
測

つ
つ
あ
る。
特
に
再
生
医

療
や
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
の
分
野
で
は、
生
き
た

「
見
る」
↓「
測
る」

技術で
末 ⑲ 

ー産蘊•I/Iの挑戦一

光
学
顕
微
鏡
の
進
化

標準物質を利用した蛍光顕微鏡の精度管理項目
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いこ

生
命
現
象
を
定
量
解
析

の
測
定
に
よ
り、
使
用
す
ら
れ
た
デ
ー
タ
や
他
の
日

る
顕
微
鏡
を
校
正
す
る
た
に
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
に
つ

め、
異
な
る
顕
微
鏡
で
得
い
て、
相
互
比
較
と
互
換

性
を
容
易
に
す
る。
現

在、
1
分
子
定
量
法
の
み

な
ら
ず、
顕
微
鏡
に
よ
る

測
定
全
般
に
展
開
が
可
能

な
精
度
管
理
の
技
術
を
開

発
し
て
い
る。
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標
準
化
の
重
要
性

一

産
バ
バ

研

国
際
標
準
化
機
構
（
ー
ら
れ
て
き
た。

こ
う
し
た
議
論
と
技
術

s
o)

の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ

近
年
は
3
次
元
の
対
象
開
発
に
よ
っ
て、
光
学
顕

ロ
ジ
ー
専
門
委
員
会
T
C

物
の
顕
微
鏡
画
像
に
つ
い

微
鏡
は
単
な
る
「
見
る」

2
7
6
で
は、
標
準
光
て
も、
医
療
分
野
だ
け
で
装
置
か
ら
精
密
な
「
測

源
を
使
っ
た
発
光
強
度
の
な
く
産
業
分
野
で
も
定
量
る」
機
器
へ
と
進
化
し
て

測
定
デ
ー
タ
の
比
較
お
よ
解
析
技
術
の
重
要
性
が
増
い
る。
光
学
顕
微
鏡
を
用

び
デ
ー
タ
互
換
性
の
向
し
て
い
る。
そ
の
た
め、

い
た
「
生
命
現
象
の
定

上、
な
ら
び
に
光
学
顕
微
撮
像
お
よ
び
解
析
に
関
す
量」
が、
産
業
や
医
療
に

鏡
画
像
を
用
い
た
細
胞
形
る
国
際
的
に
共
通
す
る
規
広
く
応
用
さ
れ
る
こ
と
を

態
の
定
星
解
析
に
関
す
る
格
の
策
定
が
望
ま
れ
て
い

期
待
し
て
い
る。

国
際
規
格
づ
く
り
が
進
め
る。

（
木
曜
日
に
掲
載）

北海道出身。博士（生命科学）。
専門は蛍光顕微鏡による定量解析。
産業界で測定値の信頼性が重視され
ることを痛感し、標準物質による精
度管理の研究を志向して産総研に入
所。先端の顕微鏡・蛍光測定の技術
開発に加え、 ISOの国際標準化委
員（バイオテクノロジ ー）としても
活動中。
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